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「
地
域
ケ
ア
会
議
」と
は

個
別
事
例
を
も
と
に
検
討

石田　好江 さん
（戸石川町）

地域も積極的に取り組んでいます

　以前は、食事以外はほぼ介助が必要で、一日中自宅で生活していましたが、リハビリを受け、
近所の人たちと集まってお話し会などをして、励まされて体調も良くなってきました。そのことか
ら、近所の人と集い、支え合うことの大切さを感じ、リハビリの先生から身近な運動の場づくりを
勧められ、区長や民生委員、地区住民と一緒に、「戸石川よかよかクラブ」を立ち上げました。
　週に１回のクラブで、運動を続けたりしたことで、今ではすべて一人でできるようになり、毎日
のように外に出かけるようになりました。今後は、地元地区だけでなく、他の地区との交流会な
ども開催し、地域で安心して暮らしていけるまちづくりを進めていきたいです。

　

高
齢
者
が
そ
の
人
ら
し
く
自
立

し
て
生
涯
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」の
実
現
に
向
け
た
重
要

な
手
法
の
１
つ
と
し
て
、
平
成
27

年
度
か
ら
介
護
保
険
法
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
会
議
で
す
。
市
で

は
、「
市
全
域
」「
小
・
中
学
校
区
」

「
個
別
事
例
」の
３
階
層
の
地
域
ケ

ア
会
議
に
分
か
れ
て
お
り
、
相
互

に
課
題
や
成
功
事
例
を
共
有
で
き

る
体
制
づ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　

平
成
28
年
１
月
ま
で
に
、
個
別

事
例
の
地
域
ケ
ア
会
議
を
12
回

（
22
事
例
）開
催
し
ま
し
た
。
区

長
や
民
生
委
員
、
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
や
専
門
職
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど

で
話
し
合
い
、
個
別
事
例
の
よ
り

よ
い
支
援
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
強
み
や
社
会
資
源
、
成
功

事
例
、
地
域
課
題
を
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
ら
の
把
握
し
た

情
報
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学
校

単
位
の
地
域
ケ
ア
会
議
で
情
報
共

有
し
、
地
域
づ
く
り
や
資
源
開
発

な
ど
の
検
討
を
行
い
ま
す
。
ま
た

市
の
施
策
と
し
て
取
り
組
み
が
必

要
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
全
域

の
地
域
ケ
ア
会
議
へ
と
話
し
合
い

の
場
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市全域の地域ケア会議

①地域ケア個別会議の開催

小・中学校単位の地域ケア会議

②講座の企画・準備

③認知症サポーター養成講座開催
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個別事例の地域ケア会議
・個別事例のよりよい支援の検討

・地域の強みや解決すべき課題を発見

・情報共有し、地域や介護支援専門員への支援

・地域の実情に合った、新たな社会資源づくり

・地域の支援ネットワークづくり

・市全域で実施する新たな事業づくり

・介護保険事業計画への反映

地域課題
発見

施策づくり

まちづくり

地域ケア会議の構成　地区住民を対象に、認知症の人や家族の応援者として
地域で見守りなどの支援の輪を広げるために、講座を開
催しました。
　講師から、認知症の症状や特徴、対応の仕方、認知
症の人の気持ちの理解などについて説明がありました。
その後のグループワークでは、Aさんの状態に合った支援
方法を話し合い、日中の声掛けなど具体的な活動につい
ても考えました。

　関係者で役割分担をして、企画・準備などを行いまし
た。今回は、地域の人たちが率先して行動していました。
　○区長・民生委員　　    →  日程調整、チラシづくり 
　　　　　　　　　　　　      対象把握、会場確保
                                                 参加勧奨
　○地域の支援者　　　    →  参加の呼びかけ
　○地域包括支援センター →  講師依頼、資料準備

　区長、民生委員、近所の人、病院看護師、医院職員、
ヘルパー、在宅訪問看護師、担当ケアマネジャー、地域
包括支援センター職員、アドバイザー（認知症介護指導
者）などで話し合い、課題や支援の内容について検討し
た中で、認知症を理解してもらうための地域の支援が必
要と判断し、区長や民生委員、身近な支援者で取り組む
こととなりました。

高
齢
者
が
住
み
や
す
い

高
齢
者
が
住
み
や
す
い

      
      

ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
よ
う

ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
よ
う

　　　　

　　　　           
           

高
齢
者
が
住
み
や
す
い

      

ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
よ
う

　　　　           

Hirado City Public Relations,2016.39

　　

高
齢
者
が
独
り
暮
ら
し
や
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
今
回
、
地
域
と
行

政
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
に
つ
い
て
、
紹
介
し

ま
す
。

事例：Ａさん（83歳・女性・独り暮らし）の場合
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　最近、特に認知症がひどくなり、物盗られ妄想があり、仲良くしていた人に「あなたが盗ったでしょう」と疑いをかける。
近所の人が近づきにくくなり、孤立している、鍋焦がしが頻繁にあり、火の元が心配な状態。

個別の課題から地域の課題へ

　個別事例の地域ケア会議で検討して、地域の支援が必要と判断された場合、地区の区長や民生委員、地
域住民などの身近な支援者で共に取り組んで支えていきます。今回は、その事例について紹介します。


